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業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 22年８月 18日に公表いたしました平成 23年６月期第２四半期連結累

計期間（平成 22年７月１日～平成 22年 12月 31日）および通期（平成22年７月１日～平成 23年６月30

日）の業績予想（連結）を、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１１１１．．．．平成平成平成平成 22223333 年年年年６６６６月期第月期第月期第月期第２２２２四半期連結累計期間連結業績予想四半期連結累計期間連結業績予想四半期連結累計期間連結業績予想四半期連結累計期間連結業績予想のののの修正修正修正修正（（（（平成平成平成平成 22222222 年年年年７７７７月月月月１１１１日日日日～～～～平成平成平成平成 22222222 年年年年 12121212 月月月月 31313131 日日日日））））    

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 公 表 予 想 （ A ） 3,754 52 52 45 56.23 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 4,396 264 267 135 165.96 

増 減 額 （ B - A ） 642 212 215 90 ─ 

増 減 率 （ ％ ） 17.1% 407.6% 413.4% 200.0% ─ 

前 期 実 績 
（平成 22年 6月期第２四半期） 2,997 △34 △33 △79 △94.33 

 

 

 

２２２２．．．．平成平成平成平成 22223333 年年年年６６６６月期通期連結業績予想月期通期連結業績予想月期通期連結業績予想月期通期連結業績予想のののの修正修正修正修正（（（（平成平成平成平成 22222222 年年年年７７７７月月月月１１１１日日日日～～～～平成平成平成平成 22223333 年年年年６６６６月月月月 33330000 日日日日））））    

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 公 表 予 想 （ A ） 6,632 59 60 32 40.01 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 7,154 192 212 117 143.54 

増 減 額 （ B - A ） 522 133 152 85 ─ 

増 減 率 （ ％ ） 7.8% 225.4% 253.3% 265.6% ─ 

前 期 実 績 
（平成 22年 6月期） 6,031 △210 △191 △418 △499.63 

 

 

 

 

 

 

 

 



    

 

 

３３３３．．．．業績予想修正業績予想修正業績予想修正業績予想修正のののの理由理由理由理由    

（１） 平成 23年６月期第２四半期連結累計期間 

平成 23年６月期の第２四半期連結累計期間における連結売上高につきましては、3,754百万円を予定し

ておりましたが、642 百万円増加の 4,396 百万円となりました。これは、当社の主力である企業のコミュ

ニケーション事業領域において、当社グループのソリューションをワンストップで提供すべく、タイムリ

ーな統合提案を強化してきた結果、SP・MD事業、PR事業において、横断的に大型スポット企画の新規受注

を獲得したことが影響し、前回予想を上回ったためであります。 

 また、利益面につきましても、前述の新規顧客獲得による増収に加え、グループ管理部門統合による経

営効率化、地代家賃の圧縮等コスト改善を推進してきた結果、人件費や販売管理費が想定を下回り、営業

利益、経常利益、当期純利益とも前回予想を上回りました。 

 

（２） 通期 

 平成 23年 6月期の通期の連結売上高につきましては 6,632百万円を予定しておりましたが、平成 23年

６月期第２四半期連結累計期間における増収により、前回予想と比べて 522百万円増加の 7,154百万円と

なる見込みであります。なお、当社グループを取り巻く市場環境は、企業の広告・マーケティング費用の

削減や見直しに回復の兆しが見えるものの、コミュニケーション事業の柱の一つである PR業務ではサービ

スのスポット化や価格下落の傾向にあることなどを鑑み、下半期の計画はほぼ前回予想並みとなっており

ます。 

利益面につきましては、平成 23年６月期第２四半期連結累計期間の実績を踏まえて、営業利益 192百万円、

経常利益 212百万円、当期純利益 117百万円と前回予想を大幅に上回る見込みであります。これは、期初

計画を大幅に上回ることによる社員への業績インセンティブ賞与の増加や、中長期の企業価値の向上を目

指した先行投資（新規事業）や事業編成（中国グループ会社の強化等）の実行を見込んでおります。 
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